
 資料２－１４  

オニヒトデ分布状況と駆除について 
 
（１）オニヒトデの発生は 1980 年代の大発生以降沈静化していたが、H15 年頃か

ら確認数が著しく多くなり始めた。  
 
（２）平成 16 年度には、竹富島南沖礁、新城島水路で高密度状態が確認された。 
 
（３）【H17 年度】  

竹富島南沖礁、新城島周辺で高密度状態が継続。新城島下地西礁池で生息密

度が高かった。  
総駆除数 1,223 匹、178 人日、3.14 匹 /人本。駆除海域は、カナラグチ～ユイ

サービシ、カタグヮー～竹富島南沖礁～シモビシからマルグー～ウラビシ、キ

ャングチ、マイビシ、新城島水路部、下地南西礁池。駆除方針としては、以下

のとおり。  
・監視・駆除等対策が必要な海域（サクラグチ、カナラグチ、竹富島南沖

礁、小浜島南、マルグー、ウラビシ、４海中公園地区） 

・サンゴ幼生供給源として保全すべき海域 

・年間を通じて駆除活動を行うことができる海域 

 
（４）【H18 年度】  

竹富南沖礁、新城島水路の生息密度は低下したものの、新城島下地西礁池で

高密度状態が継続し、黒島北西礁及びユイサービシで生息密度が上昇。  
総駆除数 2,696 匹、281 人日、4.35 匹/人本。駆除海域はカナラグチ～ユイサ

ーグチ～ウーロマガイ～竹富島南沖礁、黒島西の浜、マイビシ、新城島水路部、

下地南西礁池。  
 

（５）【H19 年度】  
新城島下地西礁池、黒島北西礁、ユイサービシで高密度状態が継続し、黒島

北沖礁、ウーロービシ～カタグヮーで生息密度が上昇。  
総駆除数 12,218 匹、172 人日、23.68 匹 /人本。駆除海域はカナラグチ～ユイ

サーグチ～ウーロマガイ～竹富島南沖礁～シモビシ、黒島、マイビシ。  
第９回オニヒトデ対策連絡会議（平成 20 年２月 29 日）で八重山海域の広範

囲で小型のオニヒトデが大量発生しており、駆除が追いつかず深刻な状況であ

ると参加者の意見が一致。 

漁協はユイサーグチ・ウーロマガイ・サクラグチを、ダイビング協会は川平

石崎・米原 W リーフ・御神崎を守りたい地域として提案。 

 

（６）【H20 年度】  
北礁縁部を除いた石西礁湖全域で生息密度が上昇。  
総駆除数 21,245 匹、263 人日、26.07 匹 /人本。駆除海域はサクラグチ、カナ

ラグチ、ユイサーグチ、ウーロマガイ、マルグー、シモビシ、マイビシ。  




